
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1989年 2月 一般講 演 S − 205

209

見解

ヒ ト性 腺 の 発生 過 程 に 関す る 薪 し い 210　　　　 ヒ ト卵 管 上皮 細 胞 の 培養 の 確立
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〔目的〕 ヒ ト性 腺 の 発生 過 程 を 解 明 す る こ と を 目

的 と し た 。 　 〔方 法 〕 ヒ ト胎 児 で 胎令 5 〜18週 の 性

腺 を 型 の 如 く エ ポ ン に 包埋 して ，ほ ぼ 完 全 な 準超

薄 連続 切片 を 約 8 万枚 作製 し ， 準超 薄 切 片 は トル

イ ジ ン ブ ル
ー

染 色 を ，超薄 切片 は ウ ラ ン
・
鉛 の 二

重 染色を し て 観 察 し た 。　〔成績〕胎倉 6 週 初期 ：

生殖 ヒ ダ の 隆 起 と と も に ，生 殖 ヒ ダ 直下 の 中腎 器

官 か ら 明調 細 胞が 出 現 し，索状を呈 して （原始性

索 を形成 し ） ，性腺 内 に 取 り込 ま れ ，生 殖隆起 を

構 成 し た 。中 腎由来細 胞は ，と き に 体腔 上 皮 直下

の 領 域 に ま で 分 布 し た 。細 胞 索 の 周囲 の 基 底膜 は

中腎 と 連 続 し ，性 腺基 部 で は よ り 明瞭 に 観 察 され ，

ま た ，細 胞 接着 装 置 は い ず れ の 部 位 の 索細 胞 に も

観 察 さ れ た 。体 腔 上皮細胞 の 性腺 内へ の 数層 に 至

る 突出像が 認 め られ た が ， こ れ ら は 原始性索 ・二

次 性索 （精細 索 ・卵 胞 細 索） の 形 成 に は 関 与 し な

か っ た 。 胎 令 6 週 中期 ：精 巣で は ，原始 性索 の 周

囲 に 明 瞭 な 基 底膜 が 形 成 さ れ ，精細 索が 形 成 さ れ

た 。性腺 の ほ ぼ 全城 に 細 胞 分 裂像 が 認 め られ ，性

腺 の 横断 面 は 円形 を 呈 した 。 胎 令 7 週 ： 卵巣は ，

中腎 と 連 続 し た 原 始性 索 が 性 腺 の 大 部 分 を 構成 し，

そ の 周 囲 に は 基底膜が 存在 す る も の の 発 育は 不 良

で あ っ た 。 卵 巣 周 辺 部 の 索内 の 原始生 殖 細 胞 の 増

殖 と 卵巣基部 の 間質 の 形 成 が 開始 す る の が 認 め ら

れ た 。胎令 11週 ： 卵巣 周辺 部 の 原始生 殖細 胞の 増

殖 や 体腔 土 皮 の 伸展 に よ り ， 原 始性索 は 卵巣 周 辺

部 に 移動 し ，卵胞細 索を 形 成 した 。 卵巣 の 横断面

は ， 周辺 部 の 細 胞 の 増 殖 に よ り キ ノ コ 状 に な り，

卵巣 基 部 に は 間 質部 が 明瞭 に 形 成 さ れ ，卵巣基 部

に 存 在 し た 中 腎 由 来 の 原始 性 索 は 断 片 化 し ， 島状

に 分布 し た 。 　〔結論 〕 ヒ ト性腺 は ，中腎 由来 の 原

始 性索 が 精 細 索 ・
卵胞 細 索 に 発 育 し て 形 成 され る。

［目的 ］体 外 受精 ・胚 移植 は 配偶子 卵管内移植 に 比

べ て 妊娠 率が 低 く．着床 ・妊娠に 対する 卵管因 子

の 関 与が 示 唆 され る 。 我 々 は体 内胚 に 比 して 卵 管

を通 ら な い 体 外 培養 胚 で FN の 局在 が 消失す る こ と

を報告 して き た 。 今回 こ れ らの 解 明 と卵 管 上皮細

胞 の 生 理 生 化学的機 能を知 る 目的で ヒ ト卵管 上皮

細 胞 の 培 養を確 立 し，検討 した 。 匚方法］有経婦人

の 子 宮摘 出術 の 際に 患 者の 同 意 の もと に 卵管 を無

菌 的 に 採 取 し た 。   collagenase 処 理後，卵管上皮

細胞 浮遊 液を調整 し Medium − 199 （10％ FCS ） に て

培養 し た 。 培養後 ， 上皮細胞 は fibroblastと分 離

し た 後，酵索 抗 体法 に て keratin ，　EMA （epithelial

membrane 　 antigen ）及び vimentin の 染色 を行い ，

さ ら に走査電顕 を施 行 し た 。   卵管 上皮 細 胞 （A ）

群 ，及 び fibroblast（B ）群 は Falcon　24− well 　plate

Ie　105cell！O．2ml ／wel ］の 濃 度で 培 養 し，　 confluent な

状態 で 培養後 1 〜 3 日 に わ た っ て そ れ ぞ れ の 培 養

上清 の FN 濃 度 を ELISA 法 に て 測 定 し た 。 ［成 績］

  染 色 の 結 果 ，keratin 及 び EMA は 陽性 ，vi【nentin

陰性 で 上皮細 胞 で あ る こ とが確 認 された。  培養

後 ユ 日 目の FN 濃度は A 群で 0．10± 0．08μ g ／ml で B

群 の 0．03一ヒO．02 と 差 は な か っ た が ， 2 日 目（A 群 ；

O．45　±＿　O．41，B 群 ： 0，09」：O．08，p＜ 0．05＞，3 日 目（A 群

12 ．35± 1．03，B 群 ： 0．13土 0，07，　p＜ O．Ol）と経 日的 に

A 群で 高値を示 した 。 ［結論］今回 確立 し た ヒ ト 卵

管 上皮細 胞 の in　 vitro 　 culture 　 system は卵管 上皮

の 生 理生 化学 的 機能 を知 る 上 で 非 常 に 有効 で あ る

と考え ら れ ，受精卵 と の interactionの 解明 に も役

立 っ と 思 わ れ る 。 ま た 卵管 上皮 細胞は in　 vitro で

大 量 の FN を 分 泌 す る こ と が 判 明 し，こ れ が 受 精卵

の 発育 や 着床 に 影響 して い る可能 性 が あ る 。
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